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★町の人口★人口10,171 (+10）男4,816(- 5）女5,355(+ 5）世帯合計3,421 (H- 4) 62年10月末日現在 内は前月との比較です 

膏郵00 '(A了トルより見な赤型町左占ど旦民全 

十
一
月
一
日
、
一
一
日
の
 

両
日
、
赤
池
町
の
文
化
祭
 

と
、
商
工
ま
つ
り
が
、
盛
 

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
 

場
の
町
民
会
館
に
は
、
書
、
 

絵
画
、
盆
裁
、
写
真
な
ど
 

が
飾
り
つ
け
ら
れ
、
町
民
 

の
み
な
さ
ん
が
朝
9
時
の
 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
、
今
や
 

遅
し
と
、
多
数
つ
め
か
け
 

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
に
酔
い
、
 

駐
車
場
の
商
工
ま
つ
り
で
 

催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
顔
 

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
 

た。 
一
日
⑧
に
は
、
商
工
会
 

主
催
の
セ
ス
ナ
機
が
、
抽
 

選
に
よ
り
選
ば
れ
た
赤
池
 

町
の
方
々
5
人
を
乗
せ
て
、
 

赤
池
町
の
上
空
を
飛
来
し
 

ま
し
た
。
 

セ
ス
ナ
機
に
登
乗
し
た
方
の
感
想
で
 

す。 写
真
】
左
よ
り
 

（
才
田
龍
美
さ
ん
）
旭
ケ
丘
 

こ
の
機
を
逃
せ
ば
、
赤
池
上
空
を
施
 

回
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
と
思
っ
た
。
 

来
年
も
計
画
し
て
欲
し
い
。
若
い
人
に
 

も
っ
と
乗
っ
て
も
ら
い
、
路
上
か
ら
見
 

る
の
と
趣
が
違
う
、
上
空
か
ら
の
赤
池
 

町
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
 

（
高
橋
照
子
さ
ん
）
貴
船
 

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
は
十
数
回
乗
っ
た
が
 

セ
ス
ナ
は
初
め
て
、
ち
ょ
っ
と
恐
か
っ
 

た
が
余
り
揺
れ
ず
、
楽
し
く
赤
池
町
を
 

見
物
で
き
た
。
旋
回
す
る
時
、
か
な
り
 

傾
い
た
が
、
そ
う
恐
い
も
の
で
は
な
か
 

っ
た
。
 

（
立
花
ナ
シ
エ
さ
ん
）
緑
ケ
丘
N

・T 

良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
景
色
が
き
れ
 

い
で
、
自
分
の
家
が
見
え
、
家
族
が
外
 

に
出
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
ま
た
乗
 

り
た
い
。
 

（
戸
田
弘
子
さ
ん
）
西
ケ
丘
 

セ
ス
ナ
に
乗
っ
た
の
は
初
め
て
。
思
 

っ
た
程
揺
れ
な
か
っ
た
。
赤
池
町
は
狭
 

い
町
と
感
じ
て
い
た
が
、
案
外
広
く
感
 

じ
ら
れ
た
。
ま
た
乗
っ
て
み
た
い
。
 

（
原
田
拓
植
記
さ
ん
）
北
町
 

飛
行
機
に
乗
る
の
は
初
め
て
、
全
く
 

恐
く
な
か
っ
た
し
、
車
よ
り
も
乗
り
心
 

地
が
良
か
っ
た
。
自
分
の
家
が
見
え
、
 

妻
が
出
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
た
だ
 

手
を
振
っ
て
い
た
こ
と
ま
で
は
確
認
で
 

き
な
か
っ
た
。
 



」 
信

号

機

の

設

置

 

赤
池
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
は
、
 

田
川
警
察
署
に
信
号
機
設
置
の
陳
情
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

信
号
の
設
置
場
所
は
県
道
の
北
九
州
 

、
小
竹
線
と
、
町
道
の
二
反
ケ
浦
ー
松
 

本
線
の
交
差
し
て
い
る
個
所
（
商
工
会
 

館
前
）
で
、
変
則
的
な
交
差
点
で
あ
る
 

た
め
、
見
通
し
が
悪
く
、
交
通
事
故
も
 

頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
カ
ー
ブ
 

ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
事
故
を
な
く
す
よ
 

う
に
努
め
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
効
 

果
が
な
く
、
小
・
中
学
生
の
通
学
道
路
 

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
数
回
に
わ
た
 

る
要
望
書
の
提
出
の
後
、
今
回
の
陳
情
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
、
交
通
課
長
は
 
「
変
則
 

的
な
交
差
点
で
あ
る
た
め
赤
池
町
が
道
 

路
を
修
復
す
る
の
を
前
提
に
来
年
度
（
 

昭
和
 63 

年
度
）
は
じ
め
の
計
画
で
、
信
 

号
機
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
 

と
約
東
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

※
赤
池
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
の
構
 

成
メ
ン
バ
ー
は
、
会
長
、
日
野
町
長
以
下
 

町
議
会
議
長
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
 

委
員
長
、
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
員
、
 

三
校
の
校
長
、
四
保
育
所
の
園
長
方
で
す
。
 

一
」
い
市
民
に
ま
で
忍
び
寄
熱
 

覚
せ
い
剤
は
そ
の
薬
理
作
用
か
ら
、
 

「
天
井
の
シ
ミ
が
虫
に
見
え
る
」
「
毛
 

虫
や
ヘ
ビ
が
部
屋
の
な
か
を
は
い
回
 

っ
て
い
る
」
と
い
う
“
幻
覚
）
や
「
自
 

分
を
殺
そ
う
と
狙
っ
て
い
る
」
な
ど
 

の
“
も
う
想
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
 

つ
ま
リ
精
神
に
障
害
を
起
こ
し
て
し
 

ま
う
の
で
す
。
こ
れ
が
原
因
で
殺
人
 

や
放
火
な
ど
の
凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
 

起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
覚
せ
い
剤
を
 

一
早
つ
金
ほ
し
さ
に
窃
盗
、
詐
欺
の
犯
 

罪
に
走
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
目
立
ち
 

ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
の
密
売
が
 

暴
力
団
の
資
金
源
 

覚
せ
い
剤
の
ほ
と
ん
ど
は
、
海
外
 

ル
ー
ト
で
日
本
へ
入
っ
て
き
て
い
ま
 

す
。
つ
ま
り
密
輸
で
す
。
そ
の
密
輸
 

品
の
密
売
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
が
 

暴
力
団
。
覚
せ
い
剤
の
密
売
は
暴
力
 

団
の
大
き
な
資
金
源
な
の
で
す
。
 

覚
せ
い
剤
事
犯
で
検
挙
さ
れ
た
約
 

半
数
（
四
八
・
七
％
、
昭
和
六
十
年
）
 

は
、
暴
力
団
員
が
占
め
て
い
る
こ
と
 

で
も
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
ら
 

か
の
事
件
を
起
こ
し
て
検
挙
さ
れ
た
 

暴
力
団
員
の
二
三
・
二
％
が
覚
せ
い
 

ー
剤
事
犯
で
、
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
 

に
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
暴
力
団
が
覚
 

せ
い
剤
と
ク
密
着
）
し
て
い
る
の
が
、
 

よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

心
の
ス
キ
に
 

つ
け
入
る
 

覚
せ
い
剤
を
始
め
る
動
機
の
ほ
と
 

ん
ど
は
「
好
奇
心
か
ら
」
 
「
人
に
勧
 

め
ら
れ
て
」
と
い
う
単
純
な
も
の
で
 

す
。
ま
た
「
疲
労
回
復
剤
」
 
「
強
精
 

剤」 

「
痛
み
止
め
」
 

「
や
せ
薬
」
と
 

い
っ
た
、
警
戒
心
を
ゆ
る
め
る
心
地
 

良
い
言
葉
で
近
づ
い
て
く
る
時
も
あ
 

り
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
を
密
売
し
よ
う
と
す
る
 

上
野
焼
伝
統
産
美
有
館
の
建
設
 

日
野
町
長
、
水
永
議
長
を
は
じ
め
、
 

町
議
会
議
員
は
、
福
岡
県
に
対
し
、
県
 

立
の
上
野
焼
伝
統
産
業
会
館
の
建
設
を
 

要
望
し
ま
し
た
。
 

上
野
焼
伝
統
産
業
会
館
は
、
国
の
伝
 

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
上
野
焼
の
 

『
技
術
技
法
の
資
料
の
保
存
』
『
後
継
者
 

育
成
の
た
め
の
研
修
施
設
』
『
共
同
展
示
 

場
旨
協
同
組
合
の
活
動
セ
ン
タ
ー
』
な
 

ど
の
施
設
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
 

上
野
焼
の
産
地
振
興
の
た
め
だ
け
で
は
 

な
く
、
観
光
施
設
と
し
て
も
大
き
な
役
 

割
が
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
の
第
二
次
総
合
計
画
の
中
で
 

も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
 

の
実
現
は
、
町
の
観
光
の
発
展
の
た
め
 

に
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
 

で
あ
り
、
財
政
事
情
の
悪
化
し
て
い
る
 

町
と
し
て
は
、
県
立
の
産
業
会
館
の
建
 

設
を
陳
情
し
ま
し
た
。
 

人
間
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
へ
の
深
入
り
、
 

家
庭
不
和
な
ど
生
活
の
乱
れ
や
悩
み
、
 

心
の
揺
れ
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
に
 

近
づ
い
て
き
ま
す
。
言
葉
た
く
み
に
 

心
の
す
き
間
を
つ
き
、
忍
び
寄
っ
て
 

く
る
覚
せ
い
剤
禍
ー
ー
つ
け
入
る
ス
 

キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
近
寄
ら
な
い
」
 

「
近
づ
け
な
い
」
が
大
切
 

覚
せ
い
剤
の
防
止
は
、
 

一
人
ひ
と
 

り
が
覚
せ
い
剤
と
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
 

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
 

「
近
寄
ら
な
い
」
、
そ
し
て
「
近
づ
 

け
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
覚
せ
い
剤
の
密
輸
、
密
売
 

の
話
を
聞
い
た
よ
う
な
と
き
は
、
勇
 

気
を
も
っ
て
警
察
な
ど
へ
知
ら
せ
ま
 

し
ょ
う
。
中
毒
者
な
ど
を
知
っ
た
と
 

き
に
も
、
保
健
所
や
警
察
な
ど
に
相
 

談
し
ま
し
ょ
う
。
 

覚
せ
い
剤
に
よ
る
不
幸
か
ら
、
あ
 

な
た
の
家
庭
を
守
る
た
め
に
も
、
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ー般にいわれている「覚せい剤」 

とは「メタアンフエタミン」、「ア 

ンフエタミン」と呼ばれているも 

のです。白い結晶性の粉末で、水 

に溶かして静脈注射をするのが通 

例です。 

覚せい剤は精神や肉体を自制で 

きない状態にし、人間をボロボ口 

にし、ときには他人へ不幸をもた 

らす原因にもなります。なお、覚 

せい剤を一般の人が輸出入、製造、 

所持、譲渡（受）または使用した時 

は覚せい剤取締法で、厳重に処罰 

されます。 

如歳になりました（鷲D I 議会だより 
戦後混乱期（昭和22年）に、うぶ声を上げた赤池中学校が、 

今年40周年を迎え、11月14日団、15日（日）の両日、文化祭と記 

念の式典が行われました。14日は、文化祭の関連行事として 

生徒が自分たちの手づくりのウエディングドレスのファッシ 

ョンショーや踊り、寸劇などが披露され、見物に来ている方 

のどよめきや感嘆、笑いを誘っていました。 

又、15日の式典では、赤池中学校の卒業生であり、現在ア 

メリカのマサチューセッツ州で活躍されている世界的にも高 

名な陶芸家の高鶴元さんの講演もあり、式典の後、在校生が各 

クラスごとに校庭の周囲に記念の植樹をして幕を閉じました。 

ト
最
近
の
中
学
生
は
ョ
ク
ヤ
ル
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昭
和
六
十
二
年
第
十
一
回
十
一
月
臨
 

時
町
議
会
が
十
一
月
二
十
日
に
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
議
案
は
二
件
で
、
い
ず
れ
 

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
 

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
‘
昭
和
六
十
 

二
年
度
農
林
業
同
和
対
策
事
業
「
鋤
木
 

いろんな意見をもっと聞きたい血 
商工モニター制度を新設― , 

赤
池
町
商
工
会
は
（
会
 

長
早
麻
豊
・
二
百
三
十
三
 

人
）
は
、
福
岡
県
で
初
め
 

て
 
「
商
工
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
 

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
 

の
制
度
は
、
商
工
会
が
行
 

う
い
ろ
い
ろ
な
事
業
や
、
 

地
域
商
工
業
の
あ
り
方
な
 

ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
 

な
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
、
 

施
策
に
反
映
さ
せ
る
の
が
 

目
的
で
す
。
 

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
と
し
 

て
は
 
「
商
工
業
者
に
対
し
 

て
苦
情
や
、
問
題
点
を
腹
 

蔵
な
く
言
っ
て
も
ら
う
」
 

「
商
工
業
者
や
商
工
会
を
 

P
R

し
て
も
ら
う
」
 

「商 

工
会
が
行
う
、
住
民
生
活
 

に
関
し
て
の
調
査
な
ど
に
 

協
力
す
る
」
な
ど
が
主
な
 

も
の
で
す
。
商
工
会
で
は
 

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
活
 

用
し
て
、
地
域
商
工
業
の
あ
り
方
を
探
 

り
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
 

赤
池
町
の
活
性
化
に
役
立
た
せ
た
い
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

又
、
商
工
会
で
は
、
み
な
さ
ん
の
い
 

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
、
モ
ニ
タ
ー
を
通
 

し
て
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
各
モ
ニ
 

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
（
敬
称
略
）
 

大
久
保
勇
（
上
野
）
、
亀
井
澄
子
（
九
 

支
所
）
、
大
池
保
房
（
本
町
）
、
山
下
次
男
 

（
伏
原
）
、
立
花
順
子
（
市
場
）
、
江
藤
剛
 

×・x
・×・x
・ 

田
農
道
改
良
舗
装
工
事
」
（
昭
和
六
十
三
 

年
二
月
二
十
九
日
完
成
予
定
）
、
並
び
に
 

昭
和
六
十
二
年
度
公
営
住
宅
建
設
事
業
 

「
大
谷
団
地
建
設
工
事
及
び
敷
地
造
成
 

工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
五
日
 

完
成
予
定
）
い
ず
れ
も
工
事
の
予
定
価
 

格
の
金
額
が
、
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
 

た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

＠
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
‘
地
域
整
備
公
団
か
 

ら
の
受
託
工
事
と
し
て
実
施
す
る
、
工
 

場
団
地
内
の
配
水
管
布
設
工
事
費
に
か
 

か
る
経
費
二
千
百
五
十
四
万
一
千
円
で
 

財
源
は
全
額
公
団
の
負
担
で
す
。
 

（
役
場
産
業
振
興
課
）
、
以
上
六
人
の
方
 

々
で
す
。
 

▲第1回「商工モニター会議」 
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町
税
は
納
期
限
内
に
 

十
二
月
は
、
歳
末
納
税
強
調
月
間
で
 

す
。
町
税
は
、
町
財
政
の
重
要
な
収
入
 

源
で
す
。
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
 

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
 

い
て
は
、
納
税
す
る
月
が
決
ま
っ
て
い
 

ま
す
。
納
期
が
過
ぎ
て
も
な
お
、
納
税
 

し
て
い
な
い
方
の
未
納
税
額
に
つ
い
て
 

は
、
延
滞
金
を
加
算
し
徴
収
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
税
し
 

て
下
さ
い
。
 

又
、
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
 

に
よ
り
、
保
険
税
滞
納
者
に
対
し
て
保
 

険
証
の
返
還
や
、
保
険
給
付
の
一
時
差
 

し
止
め
な
ど
法
的
な
措
置
が
と
ら
れ
る
 

事
が
あ
り
ま
す
。
 

消防団年末警戒 28日～30日 赤池町人権旬間 4日～13日 



▼
頑
張
る
ぞ
グ
（
昨
年
の
郡
大
会
か
ら
）
▲
 

12月13日（日）に挙行 

健脚競い町づくり 

人
権
旬
間
に
あ
た
っ
 

）
敏
 

淳・一 

,I藻 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

ん
 

＋ご 

昭
和
 24
 

年
6
 

月
に
人
権
擁
護
 

池
 
委
員
制
度
が
発
 

大
 
足
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
全
て
の
 

人
の
人
権
が
正
し
く
守
ら
れ
る
よ
う
に
、
 

人
権
擁
護
委
員
が
地
域
住
民
の
中
に
あ
 

麟
 

麟
 

よ
い
子
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
 

人
権
の
大
切
さ
を
正
し
く
学
習
し
理
 

解
す
る
た
め
、
上
野
小
、
市
場
小
、
赤
 

池
中
学
校
の
よ
い
子
た
ち
が
た
く
さ
ん
 

の
作
品
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
、
ポ
ス
タ
 

ー
 12
 

点
、
作
文
4
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

よ
い
子
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
 

と
う
。
差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
 

に
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

'' 

◇ーロc ' 
"tb " ' 

上野小6年 古賀 裕実 

⑤
 

tぐ1一1コ月Ag～投，nB・ 

上野小6年 小松 裕美 

市場小6年 片山久仁子 

市場小6年 渡 麻衣 

市場小6年 大内田倫子 

市場小6年 早川 祝子 

1t 4 胃-I2 130 
赤池中1年 渡 

っ
て
、
人
権
擁
護
活
動
を
す
る
こ
と
が
 

望
ま
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
設
け
ら
 

れ
た
制
度
で
す
。
 

人
権
と
は
、
人
間
が
人
と
し
て
本
来
 

も
っ
て
い
る
権
利
で
、
全
て
の
人
が
等
 

し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基
本
 

的
な
権
利
で
す
。
で
す
か
ら
自
分
だ
け
 

で
な
く
、
相
手
の
人
権
も
み
ん
な
同
じ
 

よ
う
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
 

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
明
る
い
 

, 

入
選
 

『
人
権
作
文
』
の
要
旨
 

身
体
障
害
者
へ
の
思
い
 

上
野
小
六
年
 
小
松
 
啓
吾
 

身
体
障
害
者
を
特
別
な
目
で
見
て
い
 

る
こ
と
が
、
そ
の
人
達
の
楽
し
さ
や
幸
 

せ
を
う
ば
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
身
 

体
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ぼ
 

く
達
と
違
う
け
れ
ど
、
心
は
同
じ
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
 

見
て
い
き
ま
す
。
 

ぎ
い
野
 
、一
 

県
道
直
方
田
川
線
 

赤
池
町
で
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
 

一
切
の
差
別
を
な
く
し
心
豊
か
な
町
「
あ
 

か
い
け
」
を
目
指
す
た
め
、
毎
年
 12
 

月
4
 

日
か
ら
 12 

月
 13 

日
ま
で
の
 10 

日
間
を
「
 

人
間
尊
重
旬
間
」
 
と
し
て
啓
発
活
動
に
 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

本
年
は
、
「
人
権
を
ふ
れ
あ
い
、
認
め
 

（

み

ら

い

〕

 

あ
い
、
高
め
あ
い
、
明
る
い
 21 

世
紀
の
 

町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
 

も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
を
あ
げ
て
力
を
 

三
一
三
三
三
三
三
」
三
二
一
一
「
 
三
三
三
三
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
 

社
会
を
築
く
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
 

す
。
私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
各
市
町
 

村
に
配
置
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
 

応
じ
て
い
ま
す
。
 

人
権
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
電
話
で
 

も
結
構
で
す
。
 

（ 28 

1
2
3
1
7

) 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

今
後
の
活
動
 

〇
 12
 

月
8

日
、
広
報
 

車
に
よ
る
街
頭
啓
発
 

〇
 12 

月
 17 

日、 

特
設
人
権
相
談
会
 

人
権
擁
護
委
員
 
大
池
 
保
房
 

自
分
を
見
つ
め
て
 

市
場
小
六
年
 
熊
谷
 
知
子
 

交
換
日
記
を
と
お
し
て
、
自
分
を
わ
 

か
っ
て
も
ら
い
、
友
達
の
こ
と
を
考
え
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
 

の
考
え
を
は
っ
き
り
言
え
る
、
そ
し
て
 

強
い
意
志
を
も
ち
、
相
手
を
思
い
や
る
 

人
に
な
り
た
い
。
 

人
権
と
差
別
に
つ
い
て
 

赤
池
中
二
年
 
石
井
 

正
一
 

差
別
は
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
 

尋 継鳶溝「①、②、③町民グラウンド 

④筑豊繊維前⑤焼き肉店ぼた山先⑥バ 

ス停中尾口より県営伏原入口⑦中尾保 

育園横⑧赤池駅横⑨大和町岡尾新聞店 

横（1り上野3区公民館前⑩上野農協横（lD 

上野大浦入口附近⑩大浦隣保館登り口 

附近（＠蔵元橋手前（1う）7 区公民館前ガー 

ド横（1う）市場吉ケ浦下池の上三叉路 

合
わ
せ
る
“
人
権
駅
伝
大
会
）
を
企
画
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

「
走
る
こ
と
は
戦
い
で
あ
る
、
そ
し
て
 

人
生
は
生
き
る
こ
と
の
戦
い
で
あ
る
」
 

“
幸
せ
）
と
い
う
名
の
た
す
き
を
手
渡
 

し
な
が
ら
町
民
す
べ
て
の
人
が
共
に
助
 

け
合
い
、
お
互
い
を
認
め
あ
い
、
人
権
 

の
尊
さ
を
確
認
す
べ
く
、
 
一
つ
の
目
標
 

に
向
か
っ
て
走
り
抜
き
ま
す
。
幼
児
か
 

ら
大
人
ま
で
の
地
域
ラ
ン
ナ
ー
に
、
 

「 

人
権
尊
重
」
の
願
い
を
た
く
し
、
多
く
 

の
あ
た
た
か
い
声
援
を
送
り
、
こ
の
旬
 

間
の
意
義
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

【
人
権
駅
伝
要
項
】
と
き
廿
 12 

月
 13 

日
 

午
前
9
時
か
ら
。
コ
ー
ス
廿
別
掲
の
と
 

お
り
町
内
一
周
の
 12 

・ 
50 

』
。
チ
ー
ム
 

編
成
廿
地
区
公
民
館
単
位
、
 
16 

人
で
編
 

成
す
る
。
チ
ー
ム
編
成
が
困
難
な
地
区
 

は
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
編
成
す
る
。
 

賞
廿
入
賞
記
録
賞
、
参
加
賞
。
主
催
廿
 

赤
池
町
同
推
協
。
主
管
廿
体
協
。
後
援
 

廿
地
区
公
連
。
そ
の
他
廿
雨
天
中
止
。
 

舞
 間
 

'
 

事
 

【
人
権
尊
重
主
旬
間
重
点
目
標
】
 

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。
 

●
女
性
の
地
位
を
た
か
め
よ
う
。
 

●
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
 

し
よ
う
。
 

●
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
。
 

【
旬
間
行
事
】
 

12 

月
4

日
 
人
権
尊
重
パ
レ
ー
ド
 

町
内
各
所
の
街
頭
啓
発
 

12 

月
 13 

日
 

人
権
駅
伝
大
会
 

と 

き 

と
こ
ろ
 

 ~

ト熱のこもった街頭啓発（昨年の活動から） 

12 
月
 16 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 

?

／

、

‘

 

や
さ
し
い
心
で
 

差
別
を
な
く
そ
う
 

質I 

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
一
人
ひ
と
 

り
が
協
力
し
て
「
差
別
は
絶
対
に
許
さ
 

な
い
」
 
と
い
う
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
、
 

全
て
の
差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

人
種
差
別
に
つ
い
て
 

赤
池
中
三
年
 
末
広
佳
代
子
 

た
と
え
人
種
が
ち
が
っ
て
も
、
こ
の
 

地
球
上
に
生
ま
れ
た
同
じ
人
間
で
す
。
 

お
互
い
に
助
け
合
い
、
認
め
あ
っ
て
生
 

き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。
 

差
別
を
む
く
し
て
 

明
る
い
赤
池
町
 
也
 

亮
 

赤池中3年木月 美奈赤池中1年長末めぐみ 赤池中3年熊谷 知子 赤池中2年 日高より子 



」
 

赤
池
町
に
、
は
じ
め
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

が
や
っ
て
来
ま
す
。
 

今
回
の
赤
池
公
演
は
、
三
区
公
民
館
 

（
田
口
幸
彦
館
長
）
が
活
動
の
一
環
と
 

し
て
「
赤
池
の
子
ど
も
た
ち
に
い
い
音
 

「
‘
‘
 
楽
を
聞
か
せ
た
い
」
 
と
呼
 

ロ
】
、
γ
 
び
か
け
実
現
し
た
も
の
で
 

かー 

す
。
筑
豊
青
少
年
交
響
楽
 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
来
る
 

12
 

月
 13
 

日
上
野
3
区
公
民
館
が
招
く
 

も
以
 

おめでとう、藤井さん、立花くん 
郡子育連表彰 団体で七区オリオンも 

団
は
、
昭
和
の
は
じ
め
三
 

井
田
川
坑
の
職
員
の
ク
ラ
 

ブ
活
動
と
し
て
発
足
。
閉
 

第
 15 

回
田
川
郡
子
ど
 

も
の
つ
ど
い
（
田
川
郡
 

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
 

議
会
主
催
）
が
、
 
11
 

月
 

15
 

日
金
田
町
の
町
民
会
 

館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
郡
内
9
 

ケ
町
村
の
子
ど
も
た
ち
 

百
 80
 

人
が
集
ま
り
、
活
 

動
の
活
発
な
優
良
子
ど
 

も
会
と
活
動
功
労
者
の
 

表
彰
の
あ
と
、
ゲ
ー
ム
 

や
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
 

で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
 

た。 わ
が
町
の
受
賞
者
は
 

山
と
と
も
に
解
散
し
ま
し
た
が
、
伊
藤
 

光
先
生
（
現
指
揮
者
）
の
熱
心
な
呼
び
 

か
け
に
よ
り
、
主
力
を
青
少
年
に
置
き
 

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ォ
 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
音
楽
 

祭
に
参
加
す
る
な
ど
輝
か
し
い
実
績
を
 

残
し
て
い
ま
す
。
い
い
音
楽
に
ふ
れ
る
 

こ
と
の
少
な
い
中
、
こ
の
機
会
に
ご
家
 

族
お
そ
ろ
い
で
足
を
運
び
芸
術
の
秋
を
 

満
喫
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

日
時
？
 12
 

月
 13
 

日
（
日
）
 

午
後
一
時
開
場
、
午
後
二
時
開
演
（
満
 

員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
に
し
ま
す
。
）
 

午
後
3
時
終
了
予
定
、
場
所
廿
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
、
曲
目
？
「
白
鳥
の
湖
」
 

「
ド
レ
ミ
の
歌
」
な
ど
、
聞
き
覚
え
の
 

あ
る
名
曲
ば
か
り
 10
 

数
曲
。
入
場
無
料
 

で
す
。
 

【
写
真
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

と
の
交
歓
演
奏
会
よ
り
、
 

提
供
】
 

伊
藤
光
さ
ん
 

Come on 

クlj隻事貫I 
-12 月19日 研修所で」 

わ
が
町
往
来
‘
 

~成62A与~ 
l-1 月3日 研修所でー」 

青
年
蒼
い
会
（
木
 

村
宏
会
長
）
が
発
足
 

以
来
続
け
て
い
る
「
 

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
 

会
」
は
、
こ
と
し
で
数
 

え
て
4
回
目
。
 

町
内
の
幼
児
か
ら
 

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
 

て
、
歌
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
 

だ
け
で
な
く
、
本
年
は
舞
台
を
同
対
研
 

修
所
に
移
し
内
容
の
一
新
を
は
か
っ
て
 

い
ま
す
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
夢
 

を
今
宵
親
子
で
…
。
 
12
 

月
 19 

日
、
夜
7
 

時
開
演
。
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
。
 

わ
が
町
往
来
・
わ
が
町
往
来
・
わ
が
町
往
来
・
わ
が
町
往
来
 

昭
和
 62
 

年
度
赤
池
 

町
の
成
人
式
が
新
年
 

1
月
3

日
（
日
）
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
 

で
行
わ
れ
ま
す
。
 

該
当
者
は
昭
和
 42
 

年
4
月
2

日
か
ら
 43
 

年
4
月
1

日
間
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
 

こ
の
日
は
声
優
の
 
「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
 

君
」
の
“
し
し
丸
）
役
で
ご
活
躍
の
緒
方
 

賢
一
氏
が
記
念
講
演
を
し
ま
す
。
 

緒
方
氏
は
、
赤
池
駅
前
の
寿
（
こ
と
 

ぶ
き
）
旅
館
の
方
で
、
俳
人
緒
方
句
狂
 

氏
の
三
男
、
東
京
在
住
。
 

x
中
×
‘
マ
マ
マ
】
・
ソ
×
・
v
”
マ
”
”
×
‘
x
小マv
マ
マ
マ
苫
占
・
”
マ
マ
呂
マ
マ
マ
呂
マ
マ
事
マ
”
”
マ
マ
v
ソ
苫
”
v
v
v
×・×・【・×・””"v
マ
×
か
苫
“
×
‘
×
・
マ
×
・
呂
v
v
ソ
呂
マ
v
v
v
マー
 

文
化
祭
お
わ
る
 

町

長

 
来
年
は
汗
と
心
で
 

こ
と
し
の
文
化
祭
は
前
夜
祭
の
ヤ
ン
 

グ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
1
日
の
作
品
展
 

示
、
芸
能
発
表
会
、
商
工
祭
で
賑
わ
い
、
 

2
日
の
展
示
会
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

町
民
会
館
を
中
心
に
こ
れ
ら
を
プ
ロ
 

人の心の 

豊かさを 

もとめて 

紅葉の耶馬渓、九酔渓路 

を走ったときのこと。山野 

の美景とうって変わって路 

上はマイカー、車、車でご 

った返していました。原因 

は右や左の違法駐車。なぜ 

後続車や対向車のことを考 

えないんでしょうねェ。年 

末です。 「マナーアップ福 

岡」熱烈不乱秩序ですネ。 

1 

永
年
子
ど
も
育
成
会
や
公
民
館
活
動
に
 

尽
力
さ
れ
た
8
区
育
成
会
会
長
の
藤
井
 

保
男
さ
ん
と
同
竹
の
こ
子
ど
も
会
リ
ー
 

ダ
ー
の
立
花
広
仁
君
（
中
3

）
の
2
人
 

が
、
栄
え
あ
る
個
人
表
彰
を
受
け
ま
し
 

た。 団
体
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
で
地
区
 

藤井さん 立花くん 

子
ど
も
会
を
活
性
 

化
し
た
七
区
オ
リ
 

オ
ン
子
ど
も
会
が
 

受
賞
。
大
穂
育
成
 

会
長
は
「
受
賞
お
 

め
で
と
う
、
ま
す
 

ま
す
の
ご
精
励
を
 

期
待
し
ま
す
」
 
と
 

う
れ
し
そ
う
に
語
 

り
ま
し
た
。
 

禦認弓「 II川ふるさと再現川II 
町民会館玄関ロビーに展示している『最黄ジカ』をご 

覧になったことがありますか？北海道に生息する日本最 

大のシカだそうです。この蝦夷ジカは、遠く北海道から 

わが町（上野堀田）出身の仲道 光さんから寄贈されま 

した。 自分のふるさとに、何か恩返しをしたい気持ちか 

らだそうです。 

「ふるさとは遠きにありて想うもの・・‘」 この詩のよう 

に、ふるさとを離れ、ふるさとを遠くより熱い思いで見 

つめている、そんな人たちのためにも、この赤池（ふる 

さと）を今一度見直したいですネ。「すばらしいふるさと 

を創造しよう」 キャッチフレーズに終らせることなく実 

践しましょう。 

●

ー

ー

！

 

デ
ュ
ー
ス
し
た
の
が
文
化
団
体
協
議
会
 

（
久
原
弘
会
長
）
。
展
示
作
品
で
慶
寿
園
 

の
皆
さ
ん
の
力
作
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。
 

13
 

日
の
反
省
会
で
日
野
町
長
は
 
「来 

年
は
町
制
 50
 

周
年
、
お
金
は
な
い
が
汗
 

と
心
で
文
化
祭
を
」
と
語
り
ま
し
た
。
 

..，~．’，~―-.，…一・．、．,，…，、．~．-―~ 

▲う～ん、いいなあ～（展示会場で） 

地
域
補
導
員
を
複
数
制
に
 

三
者
懇
 

オ
ア
、
ソ
ス
運
動
を
再
占
（
検
 

地
域
の
青
少
年
を
ど
う
育
て
導
い
て
 

い
く
か
 

、
地
区
公
連
（
立
花
杉
夫
 

会
長
）
の
提
唱
で
、
子
育
連
（
大
穂
稔
 

会
長
）
、
補
導
連
（
日
野
茂
春
会
長
）
 

の
町
内
3
団
体
の
役
員
 16 

名
が
 10 

月
 29
 

日
町
民
会
館
に
会
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。
 

冒
頭
、
立
花
会
長
よ
り
『
こ
ど
も
は
 

地
域
の
大
人
が
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
団
体
は
そ
れ
 

ぞ
れ
の
立
場
に
固
執
せ
ず
、
気
軽
に
本
 

根
で
話
し
合
お
う
』
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
 

ム
ー
ド
。
こ
の
日
の
主
な
意
見
は
、
 

●
青
少
年
非
行
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
 

れ
は
地
域
補
導
活
動
の
成
果
だ
。
 

●
育
成
会
と
P
T
A

の
相
互
関
係
を
確
 

立
し
た
い
。
自
主
交
流
が
急
務
。
 

●
地
域
の
補
導
委
員
を
複
数
制
に
で
き
 

▲
ひ
と
こ
ろ
、
公
民
館
活
 

動
で
よ
く
「
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
耳
 

に
し
た
。
地
域
活
動
活
性
化
 

●
 

の
指
導
書
に
も
多
用
さ
れ
た
。
 

社
会
教
育
を
論
じ
る
の
に
か
っ
こ
う
な
 

用
語
で
、
重
宝
が
ら
れ
た
A

最
近
は
、
 

「
生
涯
教
育
」
 
で
あ
る
。
猫
も
シ
ャ
ク
 

シ
も
、
で
あ
る
。
 
ひ
と
昔
前
の
コ
ミ
ユ
 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
 
「
飲
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
」
 
で
実
力
を
つ
け
、
や
が
て
 
「コ 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
 
に
成
長
し
た
。
そ
し
て
 

「
生
涯
学
習
」
 
で
あ
る
。
め
ま
ぐ
る
し
 

く
か
わ
る
社
会
教
育
の
お
題
目
に
ほ
ん
 

弄
さ
れ
な
が
ら
、
で
も
私
た
ち
は
少
し
 

づ
つ
何
か
を
体
得
し
て
き
た
▲
本
町
教
 

委
が
、
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
 
「
町
民
 

学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想
を
打
ち
出
 

し
て
久
し
い
。
町
民
同
志
で
学
び
合
う
 

そ
の
内
容
は
、
地
区
公
連
を
は
じ
め
町
 

内
の
各
種
団
体
を
経
て
、
皆
さ
ん
に
説
 

明
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
で
も
7
月
号
か
 

ら
毎
月
熱
烈
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
お
く
っ
て
 

い
る
が
、
反
応
は
今
ひ
と
つ
、
と
い
っ
 

た
と
こ
ろ
だ
A

な
ぜ
？
・
 

『
説
明
不
足
 

で
は
…
」
と
事
務
局
。
そ
れ
だ
け
？
・
。
 

「
町
民
学
習
・
、
・
」
な
ん
と
古
典
学
習
的
 

音
響
か
。
こ
の
事
業
は
発
想
が
い
い
。
 

間
口
が
広
く
、
軌
道
に
の
れ
ば
全
町
民
 

的
大
事
業
だ
。
な
ら
ば
堅
苦
し
い
学
習
 

漬
け
思
考
は
避
け
て
、
 

「
ハ
ッ
ピ
ィ
・
 

ス
タ
デ
ィ
」
 
と
か
 
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
」
 

で
は
如
何
。
世
は
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
時
 

代
、
お
互
い
肩
の
力
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
 

な
い
か
。
 

一
人
で
は
動
き
に
く
い
。
 

●
子
育
連
、
補
導
連
の
会
議
の
出
席
状
 

況
が
よ
く
な
い
。
地
区
館
長
さ
ん
に
 

出
席
督
励
に
つ
い
て
お
力
添
え
を
。
 

●
地
域
毎
に
タ
ッ
チ
・
オ
ア
シ
ス
運
動
 

を
再
点
検
し
よ
う
。
不
言
実
行
だ
。
 

な
お
、
懇
談
会
は
今
後
も
随
時
開
催
 

す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
 

？・v
×
か
マ
マ
マ
《
・
x
・“v
“×・一・v
【・ママ【・x
・呂‘【心v
呂
・
【
小
マ
マ
”
・
呂
・
マ
マ
マ
”
v
マv
【・ソ”ママx
・《・x
・×・”v
箕・《小苫・《・v
マ
苫
中
v
v
マママソ”v
一・【・呂小マソx
占
・
苫
中
x
中
 

教
育
長
と
懇
談
 

赤
池
ブ
ロ
ッ
ク
の
館
長
会
議
 

地
区
公
連
赤
池
ブ
ロ
ッ
ク
（
猪
口
博
 

好
会
長
）
の
 11
 

月
研
修
会
は
、
 
11
 

月
 19
 

日
浦
田
教
育
長
を
招
い
て
、
 

「
地
域
教
 

育
力
の
向
上
」
 
が
テ
ー
マ
。
出
席
の
公
 

民
館
長
よ
り
、
タ
ッ
チ
・
オ
ア
シ
ス
運
 

動
の
強
力
な
推
進
、
学
校
と
地
域
の
か
 

か
わ
り
方
、
P
T
A

と
の
関
係
、
家
庭
 

教
育
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
百
出
。
 

と
く
に
教
育
現
場
を
あ
ず
か
る
学
校
 

教
師
の
地
区
行
事
参
加
に
つ
い
て
強
い
 

要
望
が
出
さ
れ
、
教
育
長
も
た
じ
た
じ
。
 

な
お
、
赤
池
ブ
ロ
ッ
ク
の
次
回
研
修
 

会
は
、
新
年
1
月
に
町
長
を
招
き
ま
す
。
 

k
l

年剣工7
百名が 

中
学
団
体
準
優
勝
 

第
 14 

回
少
年
剣
道
 

近
隣
市
町
村
少
 

参
加
し
て
行
わ
れ
 

た
少
年
剣
道
大
会
は
、
本
年
で
 14 

回
目
。
 

開
会
式
で
体
協
の
大
島
勇
夫
会
長
が
「
 

赤
胴
鈴
之
助
の
よ
う
な
、
夢
の
大
き
な
 

少
年
剣
士
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
 

拶
。
田
中
 
淳
赤
池
剣
道
部
主
将
の
選
 

手
宣
誓
で
試
合
が
開
始
さ
れ
、
各
選
手
 

は
日
頃
の
練
習
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
 

揮
し
て
気
合
の
こ
も
っ
た
一
日
で
し
た
。
 

本
町
関
係
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
団
体
戦
】
●
赤
池
中
学
部
O
赤
池
小
 

学
部
【
個
人
戦
】
●
木
村
陽
子
（
中
学
 

女
子
O
嶋
元
健
二
（
小
学
4
年） 

（敬 

称
略
）
 

3
世
代
交
流
G

・
B
大
会
 

12
 

支
 

12 

支
公
民
館
で
 60 

人
参
加
 
所
公
民
 

館
（
仲
島
利
昭
館
長
）
は
、
地
区
住
民
 

の
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
 

年
々
参
加
者
が
増
え
て
、
こ
と
し
は
 60
 

余
名
が
参
加
。
午
前
中
は
爺
ち
ゃ
ん
、
 

父
ち
ゃ
ん
、
息
子
の
三
世
代
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
大
会
。
午
後
は
芋
堀
り
、
焼
き
肉
 

パ
 
ー
テ
ィ
で
楽
し
く
過
し
ま
し
た
。
 

桑
畑
、
芹
川
が
優
勝
 

11
 

月
 15
 

日
 

松
井
杯
テ
ニ
ス
大
会
 
体
協
テ
ニ
ス
 

部
（
木
村
 
毅
部
長
）
が
第
4
回
テ
ニ
 

ス
大
会
を
開
催
。
当
日
は
松
井
一
雄
さ
 

ん
（
貴
船
）
の
米
寿
を
祝
っ
て
「
松
井
 

杯」 

と
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

（
敬
称
略
）
 

【
男
子
】
●
桑
畑
広
幸
の
野
村
輝
彦
【
 

女
子
】
。
芹
川
良
江
●
和
田
由
美
 

筑
豊
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

筑
豊
 

12 

月
1
日
開
催
準
備
O
K
 
の
G

・ 

B
選
手
を
集
め
、
本
年
最
後
の
ビ
ッ
ク
 

イ
ベ
ン
ト
が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。
本
 

町
か
ら
も
、
9

チ
ー
ム
が
参
加
、
筑
豊
 

一
を
目
指
し
て
ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
赤
池
。
 

わ
が
チ
ー
ム
に
秘
策
あ
り
 

い
よ
 

第
 28 

回
町
民
バ
レ
ー
大
会
 

い
よ
6
 

日
、
赤
池
中
体
育
館
で
女
性
の
ホ
ッ
ト
 

な
戦
い
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
栄
冠
は
ど
 

こ
？
・
。
打
倒
 20 

支
所
に
燃
え
、
各
チ
ー
 

ム
と
も
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。
 

食品の年末ー斉取締まり月間・・・ 1日～28日（厚生省） 

」 

障害者の日   9 日（総理府） 


